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例目

1 層位

上部遺物包含層を第 1包含層又は第 1層，申部遺物包含層を第2包合層又は第 2層， 下部遺物

包含層を第8包合同又は第8層と称し， それぞれ上部 F部K2分した。各包含層は自然堆積層と

しては細分される部分もあり，第1層と第2層の聞には 1m以上の無遺物層がはさまっている。

2 図

現地実測図は森浩有，屋昭二『旭慶男， 上村俊雄が担当し， 土器実測図は河口貞徳石器実測

図は仁村俊雄，旭慶男，多々良友情，平島勇夫，肱岡隆夫が担当した白

以仁各図ーのトレスには森・屋を除く全員が当たった。

3 区画の呼称

第 1地区~第5地区では rA.1， 1J等と記述したものは rA • 1グリッド第1包含層jの

意であるロ

I 序説

1. 遺跡の環境

大島郡瀬戸ー内町は奄美大島のl事端lとあり，大島海峡によって 2分され 南iと加計百麻島・請烏・

与路島などがある。大島lとは長さ 60 Km，南部よ幅が広く最大幅は約 28Kmを示すo

山地は地層の走向lζ従って東北より西南lと走り，北部はやや低平であるが南部K至るにしたがっ

て山岳が重なりあし、，絶壁となって直ちに海lと入っている。本島最高峰の湯湾岳も南にかたより，

大和村と宇検村の境lとめって標高 694mを示すロ海岸線は水平的肢節に富み良港が多く， 古仁尾

港は台風時の避難港としても知られている白

嘉徳は瀬戸内町の北東部に位置し，大島海峡・伊須湾と並んでその北東に嘉徳の湾入があり， 20 

戸余の嘉徳部落は湾頭の砂丘の内側に分布し，かつて 80余戸を数えた屋敷跡が空地となった中lと

家屋の点在するのがみられる。部落の周辺は直ちに金川岳(5 28m)などの山地に囲まれ， 外界

から隔絶した孤立集落となっている(鹿児島考古9忌 1 4頁付図参照)。

遺跡地は集落の南西端に当たり，嘉徳川の河口左岸，集落の背後を南流する小流が嘉徳川に合流

する地点、に形成された孤立砂丘である(第 1図， グラビア参照)。

従来大島の先史時代遺跡としては宇宿貝塚が知られているほか，用貝塚， アヤマル遺跡 高又遺

跡ヤーャ洞穴遺跡，ナビロJlI遺跡明神崎遺跡などがあるが，すべて北部に集中し，南部地域lと

は遺跡の発見が見ムれなかった口ところが最近本遺跡の発見を機として，皆津貝塚，安脚場遺跡

与路遺跡などが続々発見きれ，今後も増加する形勢にあり，先史時代における南部地域の状況が次

第に明らかになってきた。

大島の遺跡の巾で嘉徳遺跡は最も古く発生し宇宿員塚がこれに続き共に南九チ1'1との交易を行なっ
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ており， アヤマ Jレ遺跡・ナピロ川遺跡・安御場遺跡・与路遺跡等においても引き続いて弥生時代に

交易を行ったとみムれφ その痕跡が残されている。現在発見された遺跡はほとんど太平洋岸に分布

し，種子島における先史時代遺跡の分布にも同様の傾向がみムれる。

嘉徳遺跡においては南九州との交易の外児島l興聞の交通の痕跡もゐって，奄美諸島が海上交通K

よって一つの先史文化圏を形成していたことの証左を与えている。(河口貞徳)

2. 調査の経過

嘉徳遺跡発見の原因は砂利採取業者による砂丘の採掘であるo 昭和48年8月，採掘によって砂

丘崖面に包含層が露呈し，遺跡の存在が判明した。瀬戸内町教育委員会は直ちに鹿児島県文化課に

連絡し，文化課職員の視察を受け，更に昭和49年1月，県文化財専門委員河口貞徳を招聴して，嘉徳

遺跡の調査を求め，その処置について意見を聴くところがあった。以上の経緯を経て瀬戸内町教育

委員会は嘉徳遺跡の発掘調査を行なう事Kし，県文化課陀申請を行なった。

昭和49年度文化庁並に県教育委員会の補助事業として瀬戸内嘉徳遺跡の発掘調査が決定し，昭

和49年8月8日より全月 16日至る 14日間，河口貞徳を調査担当者として発掘調査を実施した。

調査団の構成は次のとおりである。

調査主体

瀬戸内町教育委員会

調査責任者

瀬戸内町教育委員会

教育長稲田忠孝

調査主任

河口貞徳鹿児島県文化財専門委員

調査員

上村俊雄 ラサ-)レ高等学校教諭

寿 国一 瀬戸内町申央公民館職員

登山 修 瀬戸内町古仁屋申学校教諭

旭 慶男 鹿児島大学法文学部学笠

多々良友博 全 上

平島勇夫 全 上

肱岡隆夫 全 教育学部学生

調査補助員

古仁屋高等学校郷土研究クラブ学生40名

連絡本部

責任者

誉田原吉 瀬戸内町教育委員会社会教育課長
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担当者

森 徹 瀬戸内町教育委員会職員

木'*'本 浩有 瀬戸内町建設課職員(測量担当)

祝 義輝 瀬戸内町職員(車輔担当)

屋 昭二 瀬戸内町職員(測量担当)

発掘期間申連日晴天に恵まれた杭一万南島の真夏の日射はきびしく，作業能率に悪影響を与え，

加えて調査員はもちろん補助員のほとんどが 17Kmを隔てた古仁屋か h，町のマイクロパスと委

員会のライトパンで，名代の悪路を通わなければ，他に交通の手段がないという条件のために，通

常の場合よりも作業時間を短縮せざるを得ない状況であった。

一万限られた予算と期聞に残存した全遺跡の調査を終了しなければ，残された遺跡の保害は困難

であり，破壊されることは必死という客観情勢があった。

調査員は以上のようなきびしい条件のもとで調査を実施した杭調査開始後3固に亘って砂利採

取業者の作業申止申し入れがあり， その都度，町および教育委員会が業者と協議しなんとか調査を

続行することができた。

乙のような状況のもとでの調査であったか h，調査に当九れた万々の御苦労は容易に想像できる

ところである。それにもかかわAず諸々の悪条件を克服して調査を完遂されたことに深く感謝する

ものである。(河口貞徳)

E 遺跡、の調査

1. 遺跡総説(グラビァ，図版第3，挿図第1図・第2図)

嘉徳遺跡は嘉徳川と集落の北側を流れる小JlIの合流点にあり，海岸砂丘を距てて汀線より 12 5 

mR.位置する孤立砂丘上に形成されている。砂丘は南北50m，東西 75m，申等潮位よりの高さ

は調査開始の時点では，最高地点 10.9 6 mでゐる杭本来は今少し高かかったものと思われる。

面積は約 2542rn2ゐり， うち南側 97l.5rn2は砂の採掘によって削り取られている。

2 
遺跡は砂丘の南西部分約ーを占めていたものと推定される杭砂の採掘によって半ば以上が削り

3 

取 Aれたものと思われる。砂圧の現地形は砂の採掘によって笠じた東北ー西南方向の崖端が高く，

約 11mを示し北西万向へ緩やかに傾斜し， また南西端では道路に沿って急斜面をなし，途中地す

べりによって小断層崖を生じている(図版第3)。

調査は残序する遺跡の全面発掘を行なうこととし，砂丘上に繁茂する松・ソテツ・権木・カヤ・

イバラなどの植物の除去を行なう一万，砂採掘によって生じた断崖の包含層調査と北東部R.3ケ所

のボーリングを行ない包含層の分布状況の把握につとめた。

砂丘上のジヤンクVレは人力による除去はハブの害を受ける恐れもめり，非能率でもあるので
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Pay -loader を使用した。

ジャングルの除去途申で砂利採取業者のPay-Ioader使用の申止申し入れにあい，やむなく

南西部道路沿いの急斜面R7X28mの調査区を設定し西斜面地区とした。これは遺物包含層の分

布範囲を知る目的で行なったものである(第2図)。

調査は次のような編成によって実施した。

総 括 河口貞徳

第 1 班 上村俊雄 古仁屋高校生若干名

第 2 班 多々良友博 全 上

第 8 班 平島勇夫 全 上

第 4 班 肱岡隆夫 全 上

各班援助 寿 国一 登山 修 旭 慶男

平板測量 森 浩有 屋 昭二

第2図 嘉徳遺跡発掘区画図

/ 

10M 

砂丘上の植物と表層の無遺物層を約1mの深さまでPay-1 oade rKよって除去した後，西斜

面地区の調査結果等によっτ判明した遺物の分布状況と，地形K従って，第2図に示した 5m区画

の方眼状の地割を行ない，東北-南西万向の区分線を北かc..A・B.C.D線とし，北西ー南東方

向の区分線を西かム 1・2--9線として，両区分線によって区画された 5m万区をA.1グリッド，

A. 2グリ ッド..-・H ・.-， 15. 1グリッド...・H ・..， C. 1グリッド..-・H ・..等と呼ぶことlとした。A.1， 

B . 1， C. 1， C. 2の各グリッドは地形の制約がめって変形となり，面積もせまく A.1グリ

ッド=2 4. 2 rn~， B. 1グリッド=1 6. 5 rn~， C. 1 グリッド~ 5. 1 7 5 rn~， C. 2グリタド=

2 4.2 rn2となっている。

当初の各班の担当区を示すと，

第1班=第l地区 (A. 1， A. 2， 15. 1， 15.2， C . 1， C. 2グリッド，但し A.1， 
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A. 2は北似.lJ1 m lt討を除く)。

第2班ニ第2地区(B . 3， B. 4， C. 3， 3. 4グリッド)。

第3fJf二市3地l玄(B . 5， B. 6， C . 5， C. 6グリ ッド )。

第4班二ffi4地区(B . 7， B. 8， C. 7， C. 8グリ ッド)。

以上のよう でゐるが， 調i立を進行した結果， 2D 1地区， 第2地lえ，箭3地区では l--部の遺物包合

同(第 1包合!国と l呼応)がめらわれたが， 前4地じまでは2113地区との堺を約 1m出りさげてもなお

造物包合屈を発見するこ とができなかった。よって第4地区は発射を申uし， A.l， A.2グリ

ッドの北側 1m申込 A . 3， B. 4グリッドを設iとして第4地区を乙こ に移し， 第4班のね当とし

第3地区においても B. 6， C. 6グリッドの東よりの部分は， Pay-Ioaderで削った結果

~1 包f雪崩は消滅していることが判明したので，第 2 図破線以東は調査範囲かム除去したのしたが

って B. 6グリッドヱ 13.8 m2， C. 6グリッド=1 4.4 m2の調査面積となった。

仁部遺物包含屑 (第1包合層)は第1地区より第4地区にわたって分布し， 面積は 348m2，包

合層のj亨きは中心部で約 14 O cm，周辺部では 50~30 C7llでゐる。乙の包合層は南から北へ向か

つてゆるやかに傾斜し周辺部とくに凶劇部へ向かつてややつよく傾斜している紅度でゐる。遺構と

しては石組，焼土ケ所， ピット等がみられ出土遺物には 10型式以上を認めるが， 主なものは宇

宿下層式と呼ばれるもので数刑式Iと分類される。

中部遺物包含層 (第 2 包含屑)は第 1~第 4 地区には認めふれす， 当初第4地区として上部遺物

包合屑(第 1包含層 )が認められなかったB. 7， B. 8， C . 7， C. 8グリッドの中央部に仔

在する。ここにめらためて第5地区を設定し， B. 7， C . 7グリッド側R.2m幅， B. 8， C. 8 

グ')ッド側Iζ 3m幅の 50m2の調査を行なった。包含層は南かム北へ傾斜し，厚さは 50~60cm

めり，遺構lζは石組をもっピット，木炭のつまったピットなどがみムれる。

第2包含閣下lとはB • 8， C. 8グリッドにまたがって下部遺物包含層(第3包含層 )が小範囲

lと存在し，新型式の t器が発見された。

ちなみに西斜面地区の断層面に露呈した遺物包含層は上面が申等潮位より 7.12 m の比高にあっ

て略水平をたもっており，第 1包含層より1.69m下位にある。しかし ζの包含層は砂丘内部へ延

びず， 直ちに消滅す る。おそムく嘉徳砂丘の西南部民低平な尾根があってその上氏形成された包含

層の北端の残存部分であろう。乙の包含層の主要部は道路・畑地等によって消滅したものと思われ

る。出土遺物かム見ても第 1包合層の形成された時期より古いものではなし、。(河口貞徳)

2. 第 1地区

第 1地区は，西側(道路側)杭 Al， Bl， Clとなり，それぞれに接して， A 2， B 2， 

C2とえよる。

包含層上面lζやfこムと石が多かった杭 あるいは，後述する所の石組み遺構であったかも知れな

L、。

以下， 区画毎iと1層上部について， 主なものを述べていくことにする口
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Alグリッド 1層上部かふは， 白i縄東制式と忠われるものが出土している。

施文心{.t，は， 全体的に左かムムーへの押し引きが多いようである。

9 

C 1グリッド 1}薗上部は，他のグリッドのレベノレより 1mほど‘法込んでおり，恐ム〈砂丘の末端i

kゐるため{(.，乾'燥によって自然iζずり落ちたものでゐろう。

B 1グ')ッド 1ft母上部とC1グリッド 1層上部は遺物の出土は見 Aれない白

A2 グリッド1.~上部において， 5 ocmx 5 7 cmの大きさの平・6がめり， (申等潮位より十893

cm)周辺l乙は， 土古品際等が見られた。

この区域はy 地liiiが国く，焼石，木炭の出土が多い。

他K砥石， 石斧， たたき石等が出土している。

B2グリ ッド 1層上部lζおいては，沈線文土器が多く見られる。口雇iζ沈線文をもち， 口縁部l乙

斜行沈線文を施したものがある。

面縄西制式も出土している。 たたき石を割ったものがある。

角撲が多く， 火にかかったものがめだっ。

石斧の原材料と思われる石 1点と際を打ち割り，一面は自然面を残し，他面は打割った面をその

まま残して荒く造ムれた石斧 2点、がめる。

C 2グリッド 1層上部は遺物の出土量が多い。土器には， 口縁部氏はりつけ凸帯のついたもの，

はりつけ凸帯lζ文様を施文したもの，押し号|き文，爪形文，沈線文や口底部に抗線文のめるもの等

が見ムれる。

まfこ，把手のつく 字宿上層式もあるようでゐる。

石器は， たたき石，石銘石材(チャート?)，軽石に凹みのあるもの等があり，軽石(申等潮

位より+904cm)は人間の顔をかたどっているようにも見えるo

特異な石器として，用途不明でめるが，丸く棒状に研磨した石器がある。惜しい乙とに半分に割

れている。軽石の一面に研磨加工したものがゐり，焼けている。

一部復原が可能と思われる厚ぼったい感じの土器がまとまって出土しているが， ススがついてい

る。

いのししの歯が出土している。

東側断面を見ると，全体的に北側に包含層が厚 く傾斜している感じをうける。

B2グリッドか hC2グリッドlとかけての断面lとは， かなり広範囲にわたって焼土，木炭混入層

が厚く堆積しているのが認めムれるo この部分より，軽石が焼けてガラス状になったもの杭ニ・

三個出土している。

つづいて l層下部について述べてみよう。

A2グリッド 1層下部石斧(申等潮位より+836cm)

B2グリクド 1層下部軽石加工品

C 2グリタド 1層下部 かごを編んだような形の文様をもっ土器(申等潮位より十 867cm)

等が出土している。

C 2グリッド 1層下部のグリッドの南端に石斧が8本まとまって出土ゐた。すぐ近くかムゐげ底
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の底部iとも文様を施してゐる土器が出土し， その土器をあたかも囲むかのように， 4ケ!手rKh形の

位向l乙角際がおかれていた。地層図(第4図)で見るところでは，;監物包合同〔地相関で 2ffii )は

厚き 6Ocm前後でゐる。焼土のめる部分は，先に述べたものを合せて 2ケ所認めふれ，いの1/し

の骨，闘等出土しているところか人調理の為に火を焚いた{MuRTrと見ふれる。

他t乙麿製石のみがゐる。

8月12日，第1尉 F部上面包含屑までPay-Ioaderで削る。申等潮位より十 75 ocm前後

のレベルとなる。

B 1グ，)ッド 1層下部には，石にススのついたもの，頚部lと凸帯文，腹部tとかけて沈線文を施文

してある土器が出土している。

C 1グリッド 1閣下部lとは，遺物は出土していない。

B.2グリッド石品目童構図

水糸

ド

L. 7 m47cm 

o ~m 
園田~ニーー 士土ここ3圃圃圃~

B 2グリッド 1層下部には，問み石， 石im等が出 tしている。この区域より石組み遺精が発見さ

れており，周辺の tは亦く焼け，木炭も混じっている。石組み遺構の申か Aは， 丸底士号品いのし

しの歯司骨等が出としてし!、る。乙の区域かム石組み遺構が2ケ所発見きれているが，実測ずみのB

2グリ ッドの石組み遣問(第8図)を見ると 1m位の方形を弔し， 大(3 Ocm前後)， 小( 1 0 

cm前後)の，百 14個で構成されている。(中等潮位よめ +748cm)。

石組みj遺構はいずれも火花焼け， 骨等を出土しており，想ムく 1v.1~聞の為の抱設として使用された
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ものでゐろう。

C 2グリッド 1層下部より歯2点、及び自然撲の一端を打ら欠き石斧の如き形態をしたものが出て

いる。

また， B 1グリッド 1層下部には，赤連，宝島大池出土のものもはよく似たものが出土している。

第4図第1地区東地層図「
T 

司鯵輔

... ・山<>"
Qo，. ，_凶a・

‘守~III Q⑥J・‘・
..  .絢包.輔

" 

.砂刷 ー__.・..・・・a・----_.回..-.__..-....-・・

、、、、、

. 
‘ . 

・・-__・幡町.-・・--←

つぎにト第1地区の地層図(第4図)について述べてみよう。

第1地区地層図のレベルは，申等潮位より十 87 8cmとなっている。

第1層は黄砂層

第2層は紫褐色層

第8層は黄砂層 となっている口

第1層は， Pay-Ioaderで排土しているため厚さは分ムなし可。

第2層は，平均して 7ocm前後である。

-1鳳

第1層と第8層の聞に黄褐色層(厚さ 15cm....... 4 ocm)が入りこみ包含層となっている。

主+

" T. 

". 1 

第2層の一部氏木炭混入の黒褐色層(長さ 22 Ocm， 厚さ 10 cm....... 3 ocm)がゐり，その申lと焼

土層(蕗褐色長さ 75cm， 厚さ 1ocm)がある。(上村俊雄)

3. 第2地区

表土は，黄色砂層(無遺物層)までペイローダーによって削平されており，黄色砂層下の遺物包

含層は，全体的R，北へ傾斜しながム厚くなってゆき，薄い所で 5Ocm， 厚い所では 140側近く

ある。

土器類は， 面縄東洞式土器片かム宇宿上層式土器片まで見ムれる杭 下部へ行くにつれて古い型
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式の土器片の割合がふえるようである。自然遺物では，獣魚骨片が少量みられる程度であった。遺

構は，石組遺構や際群があり，他にブロック状に焼土がみムれた。

以下，各グリッドをI1蹟を追って説明する。

B . 3グリッド

土器類は，面縄東洞式土器片かへ宇宿上層式土器片まで出土し，包含層最上部iとおいて宇宿上

層式相当のものと思われる，口縁部内が内外へ張り出した無文の土器片がみムれた。石器類は，石

斧，すり石，叩石，低石，石皿が出土。石斧は，片面lと際面を残した打製石斧が多い。

自然遺物類は，獣骨片が最下部より出土。

第9図 第2地区 B. 4グリッド石組遺構図
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B4グリッドよりの所Ii:，約60個よりなる際群がみムれ，多くの礁は，亦く焼けたり， ススが

こびりついたりしている。

B • 4グリッド

土器類は， 面縄東絹式土慰片かム，宇街上層式土器片まで出土しており， さムiと，市来式の影響

を受けたと思われる土器片も出土している。

石器類は，石斧，石皿等と砂岩製の垂飾品が1個出土している。

ブロック状Iと紹褐色焼土が2カ所，木炭まじりの所が 1カ所見ムれた白西隅lと66X42cmの椅

円形で，深さ 52cmのピット状に銅り込んだものの一部に際36個を積み上げた石組みが， さムIζ

南隅の最下部で13. 3グリッドにかけて，70X40cmの長万形lζ9個の撲を配置した炉跡がめり，

それより，北へ 1mの所に 20X20cmの円形に 5個の際を配置し，礁には， ススがこびりついて

おり，その石組みの下Kピットがあったが，特lと遺物はみムれなかった。また，最下，東南部で，

c .4グリッドにかけて，80X60cmの長万形に約 60個の角操よりなる蝶群があり， さらに，

その西側に，60X50cmの楕円形に約40個の角際よりなる際部が見ムれた。ともに，撲は全て

赤く焼けていた。

c . 3グリッド
土器類は，面縄東洞式土器片かム面縄西澗式土器片まで出土し， 市来式土器口縁部破片杭包含

層上部と包含層直下より，各1片出土した。

石器類は， 石斧と円盤状石斧が出土した。

自然遺物類は，包含層下部より，獣骨片と板状K加工された骨片が出土した。

ブロック状iと蕗褐色焼土が3カ所， 木炭まじりの所が2カ所， さムlと，西隅下部で60X40cm

iζ約20個の際よりなる疎群があり， その申には、焼けた獣骨片が見人れた。

c .4グリッド
土器類は， 面縄東洞式土器片かム宇宿上層式土器片まで出土しており， B. 3グリッドでも出土

した口縁部が内外へ張り出した無文の土器片が出土している。

石器類は，石斧等が出土しており，長下部tとは，軽石が焼けてガラス状になったものがみムれた。

自然遺物類は， イノシシの臼歯と魚骨片が出土した。

H • 4グリッド 石組み遺構(第9図)

B . 4グリッドの西隅にあり，紫褐色砂層申Iと掘り込まれた遺構である。径(推定 )66X42

cm深さ 52cmの楕円形の遺構でゐり， その長軸にそった南西部に 1O~2 Ocm前後の主として円
際33個を積み上げ， その石組みの最下部K，長さ 12~1 6cmの周平な角際3個が配石されてい

遺構内の上部は，緒褐色の焼土で， 下部は木炭が多量lと混入しており，石組みを構成する各々の

擦の間には， ビッシリと木炭がつまっていた。

乙の遺構において，火を用いたことは，確実と思われるが， その性格Kついては.不明である。
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第5図 第2地区東地層図
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表層は，黄色砂層(無遺物層)まで，ペイローダーによって削平されている。
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遺物包含層の上面は， B. 5点で申等潮位より 870cm， C.5点で878cm， D. 5点で950

cm， その下面は， B. 5点で75 Oc同 C. 5点で770cm， D. 5点で90 5cmである白遺物包

含層は， D. 5点よりC.5点へかけて，北西へ向かつて傾斜し， C. 5点より B. 5点にかけて

厚さをまし， ほぽ水平に北西の方へ伸びてゆく。

遺物包含上部の紫褐色砂層は 30---90c九紫褐色砂層申に2カ所の蕗褐色焼土がみムれる。

B • 4グリッドでは，紫褐色砂層上に 25....... 3 5cmの黒褐色砂層。紫褐色砂層下氏5Ocmの灰褐色

砂層， また， 5 Ocmの黒褐色層がある。さ hK，その下K15.......30cmの木炭まじりの黒色砂層。

最下の明灰色砂層は無遺物層と思われる。(多々良友博)
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4. 第 5地区

第8地区はB5・C5・B6・C6グリッドで妙丘のほぼ11=1央に位iEする。南かム北へかけて傾

斜し，四から東へも少し傾斜している。

第3地区における!首位は， m 1層黄色砂凶(撹乱屑)，第2I1爵紫褐色砂層(包含層)，第3層黄
褐色砂崩となっている。

第1屑は場所によって 2m以上の厚さに達する所もある。多種多様の土器片が出土するが設的に

はゐまり多くなく小片ばかりである。自然的・人工的撹乱をうけてもとの形はとどめておムず， も

ちろん遺構も全く見めたムない。

第2f1爵は厚さo.31m ~ O. 8 3 mをなし北側の万がやや厚し、。表土面と同様に傾斜しており， c 
5と， C 6ぐいか hB7くでし、にかけては特応急になっている。しかし南端と北端とは 0.82 m~ 

1.35mの比高差をもち，全体の平均傾斜角は7度前後である。

包含層になると遺物の量ががぜん増加する。土器は量的増加にもかかわらず依然小片が多く， ピ

ット内土器を除き完形品は見ゐたムない。口縁部はやや外反するものがほとんどで，平担口縁と波

状日縁， 上かふ見fこ時口縁がまるくなるものと四角Iとなるものとのl画見jが出土している。底部は平

底が主で丸底もいくつかめる。特徴的なものとして， 土器の破片を利用した土製円板が2個，修理

穴のゐる土器片が数片出土している。

石器は石斧と磨石である。白ー斧は丸石を打ら欠き片面は自然l面， もう一万の面は凸凹の際面を残

したものが多い。なかには凸凹の際面を磨っているものもゐる。磨製石斧も B5より出土している。

磨石はほとんど破片として出土し， その量も多い。

遺構としては石組み，焼土， ピット内土器をあげることができる。

石組みはB5で出土したもので，大2個小12個の角際が不規則えよ形をなしている。石も焼けて
とって

おムず何の意味があるのか不明でゐる。ただこの石組みの申かム把手ムしい中空の土器片が出土し

てし、る。

焼土はC5で 1ケ所， H5で5ケ所みムれた。 C5の焼土は長径1.17 mのだるま形で深さも

0.1 1 mゐった杭 白5の焼土は形も小さく厚さも薄い。焼土のまわりには炭化物が多く土器の小

片がみふれるものもある。
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第 1u[苅 第3地反C5グリソト]層下部ピット[刀

。 M
 
c
 

m
4
4
a
 

①紫褐色砂層

②黄褐色砂層

L = 8.63M 

二重口縁をもっ特殊な土器はC5 fζてピット申より出土した(グラビア第 10図)。ピットは長

径70.7 cm，短径41. 6 CTll， 深さ 8.6CTllを計り包含層最下部において第3層を招り込んでいる。土

器は横だおしの状態でピット床面より約 1CTll浮いτいる。しかし土器がピットの申央に位置し，真

績になって出tしている乙とかムピットが掘ムれた時期と土器がおかれた時期は同じと見てよい。

まわり(特K西側)は炭化物が多いため砂がまっ黒になっている。この土器は外反・内反するふた

つの口縁をもち，土器内部より外部にあいた穴が胴部を下る溝へと通じ， ゐげ底の下lとゐいた穴

へと続くため特別な意味があったと思われる杭他民例を見ないので何とも言えない。(平島勇夫)

5. 第 4地区

調査区はA1・A2グリッドの北側 1m幅と A3・A4グリッドである。他地区の包含層の拡が

り具合を確かめた時点で設定した。発掘したのはA1・A2グリッドではその北側部分に遺構ムし

き石組が出土した為， またB3・B4付近での遺物の出土量の多いことかム遺跡の申心部分であろ

うと考えられたので， その北側のA3・A4を発掘することになった。
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第6図 第4地区地層図
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第7図 第4地区A1， A 2グリッド北地層図
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層位(第6・第7図)

表層は黄色砂質である杭他グリッドと同じ様にかなりの厚きである。風の影響による季節的な

変化も考え Aれる。発掘時点では海浜性の植物や黒松の低木 その他雑草が著しくはびこっていた。

層位は全域において撹乱されず整然としていた。 A3グリッドは西側に向って傾斜しているがB

3グリッドではほぼ水平な層をなしている。ペイローダーで削ムれた表地面はこれらの層と同様な

起伏をしていたものと考えられる。

第2層は紫褐色の砂質で包含層である。約30.....，50cmの厚さで，表層と同じような傾斜をなし

ていた。表層では少なかった礁が多量に出土した。 擦の大きさはこぶし大が殆であった白この際は

第3層無遺物層になると少なくなる。

包含層申には，緒褐色の焼土ムしきものが所々出土している。

第8層は無遺物層である。第2層の下部に 10 cm.....， 2 0 cmの厚きで，第8層とは若干違った土質

の層がめった。乙の層は所々にあったが第8層K含めたι 第8層は黄色砂質である。この第8層を

さt:.R掘り下げて第2の包含層を確認しようとしたがこの地区では確認できなかった。

A3グリッドの第2層包含層より約30個の円際・角擦をなムべた半円形の石組が出土した。乙

の石組は 60 cmx 8 0 cmの径を持ち，人為的に置かれた遺構であると考えムれる。殆の石には顕著
なカーボンの付着が見ムれ，一部には火熱を受けた痕跡のあるものがあった白石の大きさはこぶし

大かム直径15 cm程のものまでで，大体同じような形をしている。

乙の他K，石組の所より B4グリッドに出土した石組tとかけて幅lm.....，2mの帯状の焼けた土が

発見された。その厚さは石組付近で約 20 cmの厚さをもち，結褐色をなし，焼きしまって固くなっ

ており，他の層の砂質と違い砂粒が小さし可。この焼土は半円形石組と共RB4グリッドのA4区境

側から出土した石組にも関係あると思える。
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ら組・焼土の付近，特lと石組内かへ厚さ 20 cmにわたって炭化物を発見した。

これムのことかへ石組は調理場ではなし市〉と推測した。石組のほぼ申央部では，嘉徳、1:式土出

が!氏部を上にした状態で発見された。ほば完形lと近いもので，胸部かふ頚部にかけての一部分は火

熱のためか非常にもろくなり， 小片化したところもある。

ィj器はA4グリッドかム長さ 11. 5cmの完全謄=製の石のみ型石斧が出土した。焼土面かム出土し

たので嘉徳工式土器と同時期のものと考えムれる。

以上のことからこの石組を合む焼土面は当時の庄活面の一部であったと考えふれる。(肱間降夫)

6. 第5地区

B7 グリッド~B8 グリッド C7 グリッド~C8 グリッド (5m X I0m) のグリッドを設定

した。 B7 グリッド~B8 グリッドにおいて，北Ij向 lζ相当傾斜している。

遺物の出土状況は，非常に良好でめる。

B7 グリッド 2 層~B8 グリッド 2 層に石組みが見ムれたが，他の個所で・見ムれたような， 焼士，

Pi t等は見ムれなかった。

この区域の北端かどにおける包含層(第 2層)の厚さは 40 cmでゐる。

B8グリッド2層K市来式の口縁部がまとまって出土した。南東壁lと磨製石斧が出土しているが，

ー度つぶれた刃を再度{jJfし、で再宣した痕跡がゐる。

乙の区域には焼土 2ケ所，獣骨2ケ所が発見されている。 C7グリッド 2層との境の杭のすぐ下

から整型の面縄西洞式系統の土器が包合閣下部に出土している。

C 7グリッド 2層上部には，径60 cm前後にわたって焼土，木炭が見広れた。

以下， Cグリッドより出土したものを列挙する。( )内の数字は，申等水位よりのレベルを示

す。

焼軽石 (729cm) 焼土 (734cm) 木炭(734cm) スリ石 (737cm) たたき石(

746cm) 平底の土器 (727cm， 73 Ocm) 爪形沈綜文土器(731α4 7 3 5cm， 7 4 5 

cm， 75 2cm) 補修孔を有する爪形沈線文土器(710cm) 沈線文土器(72 Ocm， 74 lcm， 

750cm) 押し引き文土器 (718cm， 72 5cm) 押し引き沈線文土器 (720cm) 鋸歯沈

線文土器 (714cm) 面縄東洞式土器 (727cm， 73 8cm) 縄文式土器 (717cm)

C7グリッド 2層の主なものをあげたが， その申でも注目されるのは，補修孔のある爪形沈線文

士拡縄文式土器かと思われるもの，沈線文民共伴して凸帯に爪形のある[面縄東絹式等がある。

C 8グリッド 2届より出土したものとして，砥石 (735cm)すり石 (727cm)爪形文土器(

72 2cm， 72 6cm， 73 Ocm) 格子沈線文土器 (737cm) かCを編んだような文様の土器

( 7 1 4 cm， 7 2 Ocm， 7 3 5cm， 7 3 8cmイ744cm) 荻堂式土器類似のもの (727cm)

山形仁l縁士器(市来式の影響かと見ムれる=_:742cm) 三角凸帝のついた沈線文土器 C734cm)

などがある。
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鹿児島考白第10号

第 11図 c・8 2層下部ピット図

1M 

平土
庄畢

L.7..so.. 

C7グリッドかムC8グリッドにかけて，大部分はC8グリッドにかかっているが，長万形状の

際群があり， その下lと不整形のピット(第 11図)がめった。

ピットは，一万が長万形を呈し，他万が円形状を呈している形となる。

霞長の部分をとれ叫外径は 18 5cm，内径 16 5cmとなる。巾は外径85cm，内径65cmであ

る。ピットの深さは26cmである。

ピットの床面は，申等潮位より 69 3cmである。傑群は火花焼け，木炭等が付着しており，遺構

申tと市来式と面縄東洞式がほぼ同じレベルにあり，両者の共伴関係を知る貴重な好資料となった。

2層出土の土器は，沈線で、枠をっくり，その申に爪形沈線文が施文されているものが多し、。また

市来式の器形tとよく似たものがあり，市来式の影響をうけている乙とも考えムれる。遺物の出土量

は少ないが，内容的にすぐれたものが多い白

B8グリッド， C 8グリッドの一部11:(地層図をとるためにほり下げたため)2層の下1(，紫褐

色の第3包含層を確認することができた。市来式土器の出土層位(2層)よりも下に完形に近い土

器が出土しており，奄美地万における巌古の土器の出土例となった。

C8グリッドにおいて，推定径2m強の隅丸のピットが発見された。深さは約 3Ocm停である。
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(ピット上面は中等潮位より 69 7crn. 下面は中等潮位66 8cmでめる) このピットの申K，無

遺物層K第8層が落ちこんで， ほぽ円形l乙近い皿状のおらこみがみムれ，木炭がつまっていた。

この皿状のピットは， 4 8 cmx 4 6 cmの径を持ち，深さ 2ocmである。皿状ピットの上面は中等

潮位より 66 8cm， 下面は 64 8cmである。

あるいは， 庄肘祉であったかも知れない。

いろいろな事情かへ住居吐か否かを明ムかにし得なかったのは心残りである。

第4表 B 8， C 8グリ y ドの北東側地層図(略図)

時黄補色

黄制色

黄色砂層
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第五地区の地層図は，土砂が崩壊したために， 一部分のみ略測している。(第4表)

表層は紅褐色を呈し， 2 7cmの厚さをもっ。

第2層は暗紅褐色を呈し，厚き 12 2 c7llo 

第31首は茶褐色を呈し，厚さ 25cm， 粘質を情びており?遺物包含層である。

第4層は黄褐色を呈し，厚さ 84C7lZo

第5屈は黒褐色を呈し，厚さ 56cm 。遺物包含層である。

第6屑は黄色砂層とな「ている。 J

!C{お，第3閣直下より 11 cm下は，申等潮位より 74 Ocmであり，奄美最古の土器を出土した層

は，第5Tt函の黒褐色屈と第6層の黄色砂層との間K紫褐色の包合層として入りこ人でいる。

(上村俊雄)

ス 西斜面地区

調査概要と Wブロック・ Vブロック 4mの調査

砂利採取業者の妨害がめったために，遺跡全域の区域設定が出来なかった。そこで町教委と砂利

採取業者との話し合いがつくまでの間，道路側K遺物が出土してじると乙ろかム，道路に沿った傾

斜面を区画書IJりした。

北より南Kr匂って 28.0mの区域を設定し， {ブロック~羽ブロック(5 m毎に区画自jり， VIブ

ロックのみ 3m )とした。

4等分して南より 1fA， 2 .f1E， 3 .f1I， 4庇のI1頃K担当して調査に当fこった。

雑車， ソテツのtR等ーが繁っているために， ナタガマで払う作業かムとりかかった。

砂丘の末端でめったためと思われるbち包含層が傾斜している所， あるいは砂丘であるために道

路側K崩れやすいところかム段落ちしているところもある。

砂利採取Kよって砂丘南側に露出している断面ーから見ると，砂丘の末端紀近い部分で， 仁層・下

層の包含層のいずれも， 西側(道路側)fと向って急傾斜している。

特Iと上層の南寄りの部分は段落ちしている。

従って，遺物の出土状態は良好ではない。

南側断面K露出していた下層の包含層は，第 1地医~第5地区で、は，相当深く掘り下げて調査し

たにもかかわムず， 見当たムなかった。恐ムく，砂丘末端部のみに残存していたものであり，砂丘

内部lとは存:在しなかったと思われる。

この地区に出土したものは， 尖端iを研磨した石斧， 沈線を施した士宮誌 ホソスジテツボ、ラ貝が目

立つ再度である。

セクションペーバーがなく， 道具類や人夫の不足， Pay--Ioaderが動かない等の悪条件が重

なり， 3 El 凶も全体の区 l~lî設定ができなかっ た。

嘉徳小学校の好意で、セクションペーパーを入手し，西斜面地区の地層図を取り得たに過ぎない。

(上村俊雄)
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第3図 西斜面地区地層図
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西斜面地区地層の調査(図版第3・第8図)

層位はわりあい明瞭で" 3層K分かれる。砂丘地のため南かム北へ傾斜しており，表土面は町ブ

ロック北端ぐいでは， 羽ブロック南端ぐいより 0.54m下がっている。
ゅう

第1層は褐色砂層で，厚さは O.5 7 m ---1. 4 6 m。樹棋特にソテツの根がピッシリつまった

様になっており， 自然的撹乱をうけているのは確実である。

第2層は暗紫色砂層。遺物包含層で， ところどころに遺物が露呈している。厚さ O.0 5 m ---0.5 2 

m 長さ 16.1 4 mでEブログクのまん申あたりで切れる。この層はVブロックまで一度下がって

いるものの，両端は同じ高さでめるo ほかのニ層と比較すればわずかに粘質をおびる。

第8層は黄土色砂層で，最後まで、掘っていないため厚さは不明だが掘った限りでは最大L28m

をしめす。樹根は乙の層までかなり見ムれる。

三層とも砂質のfごめ非常にもろく， 陽tとめたるとすぐ乾き， さムさらとくずれおちる。 Eブロッ

クのなかばで包含層が切れていたのでそれより北の万は図をとムなかったが，表土面は傾斜し，

褐色砂層と黄土色砂層の区別はっきにくく淡褐色に近い色となる。(平島勇夫)

Vプロック 1m， 町ブロック・ Eブロック 1mの調査e

表層の樹根の下には， ソテツの枯葉料数センチ堆積している。

土器類は，嘉徳I式・ E式面縄前庭式土器片が採集された。
たたき

石器類は，磨石・蔽石等が採集された。(多々良友博)
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皿ブロック 4m，. nブロック 3mの調査

Eブロックよりも血ブロックの万が土器の出土が多く，特lと北より皿ブロック 3mのあたりが多

し、。石器も同じく Eブロックの万がやや多く出土する。

土器は小片が多くさまざまな形式のものが出土する杭特に嘉徳 1• n式④が多い。底部として

平底の破片が出土している。石器は打製石斧と磨石が出土しているo 特lと磨主iI:t多く， 大部分が岐

片でゐる。有扇石斧も出土している。(平島勇夫)

Eブロック 2m・1ブロックの調査

ここは道路整備によってけずムれた部分に上部かム崩れた砂やソテツ等の葉根が堆積してできた

段丘状の北側部分で，弧をえがいている。

調査の主要目的は包含層の確認でゐったが， ここではそれムしきものは検出されなかった。部分

的に薄く他ブロックで検出された包含層と同じ砂質のものが見ムれたが， これは崩壊した砂の一部

であろう。

遺物は，嘉徳 1• n式の口縁部等10数点 その他平底の底部が採集されたが， 量的には多くは

ない。石器lと関しては， 石斧 1点，凹石，磨石(うち蔽石にも使用したもの 1点)がわずかに採集

されたにとどまった。(肱附隆夫)

注① 河口貞徳 「奄美における土器文化の編年について」 鹿児島考古第9号

1 974年 6月

E 遺物の調査

1.土器

嘉徳遺跡の調査面積は第1地区 11 0 m~，第 2 地区 1 0 Om~，第 3 地区 78m2，第 4 地区 6 0 rn~， 

第5地区 50m2，計 39 8rrずであり，西斜面地区は包含層が丘砂内で直ちに消滅していたために包

含層の検出度にとどまった杭西斜面地区の 196m2を加えると発掘総面積は 594m2となる。

遺物包含層は上音色申部 下部の3層がめり， 上部の第 1包含層(第1層)は南かム北へ向かつ

てゆるやかに傾斜し，地表かム包含層上面までの深さは南端で約 1.5 m，北端では80cmでゐるo

中部の第2包含層は地表の傾斜と同様に南かム北へ向って傾斜し，地表かムの深さは包含層上面

まで，南端で3.4m， 申央の田所で 2.6mである。

下部の第8包含層は第2包含層下Iと接して分布し，範囲はせまい。

遺物の出土状況は第 1表代示すとおりで， A. 3， A. 4， B. 4グリッドが最も多く，申央や

や西よりに集中する傾向を示している。
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第 1表 グリッド別土器出土数。=100 0 =10 ・=1
2 3 4 5 

~， I aoo I Bs: 
6 7 8 9 

B 

&ig Bs: S。
C 

&:|Si g:色
D 

出土土器は15型式に分類され層位別の出土状況は第2表に示すとおりで，各型式が各層におい

て共伴出土している。この現象は地層図によっても明広かなように後世の撹乱によるものではない

杭各型式が同一時期比属することを示すものでもない。各型式が共伴する現象は砂丘遺跡の特徴

でゐって，琉球列島，奄美諸島の砂丘遺跡においては広くみムれるところである。その原因は二つ

あるものと思われる。その一つは無作為の人為で、ある。砂は歩行によって容易にえぐられる。先史

時代の宣活が継続して長期に行なわれた場合に， より古い遺物層がより新しい時代の人々によって

撹乱され，新しい物と混合する度合は他の粘質を有する土壌の場合よりはるかに大きいロ第二は自

然的原因であるo 砂丘は風力によって堆積し， また削剥される。乙れも新旧の遺物を混合させる大

きな力をもっている白
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第 2表 グリ ッ ド別土器出土頻度表

土器型式 面嘉嘉凹高画面 素足Z 字 英国赤市兼嘉底底
縄徳徳線縄縄 f街 部部

東( (文 西前 t 系 米久 徳 計

澗式式土 洞 庭 土( 1爾 来 平丸

グリッド・盾位 式 A B 器式式式総式式b 式 怨式式式底底

上部 4 29 2 6 49 21 2 g 7 1 24 
A. 1， 1層 1 6 6 

下部 15 2 18 7 4 2 

上部 55311 1 79 19 3 27 200 
A.2， 1層 3 3 9 

下部 11 27 11 58 4 6 20 1 39 

上部 6 18 2 18 51 14 3 22 1 3 5 

A.3， 1 Ja 中部 6 62 19 16 125 58 2 1 6 34 3 3 0 5 1 7 

下部 12 4 3 9 13 1 3 7 5 2 

上部 11 110 21 25 206 66 1 3 3 5 67 1 5 1 9 
A.4， 11首 5 3 1 

下部 2 1 5 1 2 1 2 

上部 4 7 15 29 
B . 1， 1層 97 

下部 3 12 8 6 25 6 6 68 

上沼 25 10 1 34 22 2 7 1 0 4 

B. 2， 1層 申忽 8116  1 33 16 10 8 9 4 438 

下部 18 66 16 12 72 16 9 1 2 2 25 1 2 4 0 網代底 1 

上部 10 40 11 11 63 40 7 2 25 1 2 1 2 
B. 3. 1層 340 

下部 15 20 2 8 48 11 2 18 4 1 28 

上部 17 53 8 20 95 42 3 7 1 38 28 4 
B. 4， 1層 530 

下部 43 33 12 32 70 5 15 1 1 1 32 1 246 

上部 4 51 15 30 68 11 8 2 4 1 25 2 14 申空犯手 1 
B. 5. 1層 428 

下部 25 21 71 44 20 1 2 30 2 1 4 土製円板 2 

上都 2 13 5 6 16 5 1 2 11 62 
B. 6， 1層 1 2 0 

下部 s 8 15 9 6 15 58 

上部 25 21 11 24 49 2 1 2 13 1 4 9 
B. 7. 2層 2 3 1 

下部 21 6 24 11 1 19 82 

上部 5 4 4 5 19 6 4 1 8 4 56 
2層

B. 8 下部 18 6 3 17 21 2 18 87 1 55 縄文後期 1 

3層 1 2 l 4 1 2 

上部 "3 4 4 4 1 5 
C.l， 1層 2 1 

下部 4 1 6 

上郡 2 43 22 9 44 4 2 20 1 4 7 

C.2. 1)冒 申都 7 21 29 14 51 12 3 29 1 6 6 475 

下部 15 32 2 30 61 2 1 19 1 6 2 

上部 3 33 11 16 86 28 4 28 210 
C. 3， 1層 2 8 1 

F部 6 10 13 15 16 10 1 7 1 

ヒ部 6 24 5 3 59 11 3 2 3 11 1 27 
C.4， 1層 32 5 

F部 25 31 45 32 11 20 2 3 27 1 198 

上部 7 32 10 6 102 82 11 26 278 
C ，5. 1層 4 1 8 

下部 18 23 3 33 39 4 6 1 12 1 4 0 土製円板 1 

上部 8 27 12 13 37 7 7 2 7 1 2 0 
C. 6， 1層 1 9 3 

下部 8 15 4 14 22 1 7 7 3 

上部 s 2 8 8 6 6 2 4 
C. 7， 1薗 6 1 

下部 9 6 5 4 5 7 37 縄文 1

上部 18 2 15 6 4 1 47 

C. 8 
2層
下部 21 1 8 s 4 3 3 1 1 2 

3層 6 2 7 2 6 2 1 5 32 

計 436 1020 298 596 1875 513 178 33 8 59 12 1 5 1 5 714 24 5778 

乙の表は出土地の明ムかな土器のうち口縁部と底部のみを選ぴ 同一個体は般片教にかかわムず l個として数えた。
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このような作用を受けた砂丘遺跡の出土状況は土器の編年資料として使用にたえるか吾かという

ことが問題となる。これに対する答は「広範閤の調査による資料であれば資料として使用できる」

ということである日遺物の本来の層における出土量が移動した属かムの出土量より多いと思われる

かムである。例えば第2去において面総東1M式は第 1層の上部と下部かム出土している払大部分

の地点において下部かム出土する量が多 ~~o これに比べて嘉徳 H 式はこの反対である口これによれ

ば明ムかに嘉徳E式より I面絹東式が古いことを証明できる。同様な操作によって嘉徳 I式より血縄

東制式が古い乙ともわかる。

嘉徳遺跡におけるいま aつの編年資料は遺構の申での共伴関係である。各地点、にみムれる伝組遺

構，焼土カ所， ピットなどかム共伴出土する遺物がゐる。例えば13.7---13.8グリッド第2層の

石組を有するピット内かム面縄東洞式と市来式とが共伴出土したことによって，従来宇宿貝塚，浦

添貝塚において宇宿ド層式(汎称で数型式を含む)と市来式の共伴関係は判明していた杭宇宿ド

層式申のどの型式と市来式とが共伴するかが問題でめった杭前記の事実によゥて面縄東制式と市

来式とが同一時期比属することが明確になり， 南九州、|の縄文式土器の編年と南島の土器文化の編年

がこの一点で結びつくこととなった。

またA.3グリッド 1層上部の焼土面に出土した石組に沿って嘉徳 I式の略完形土器が発見され

たことによって第 i層仁部は嘉徳 I式の層であることが推定された口

C.6グリッドの第1層最下部で包含層が消えるゐたりに，無遺物層lと掘り込まれたピット申か

ら出土した面縄東洞式の完形土器は， C. 3グリッドの第 1層直下の無遺物層申にめり込んだ市来

式土器片の出土とともに第1層最下部は，第2層上部と共に面縄東洞式の層であることを示してい

るo

第2包含層においても各型式の共伴する現象は第 1包含層と同様であるが， 面縄東洞式の出土量

が増加する反面他型式の占める割合が著しく減少して乙の層の特色を示しているo

第3包含層でも依然として数型式の出土を見る杭 この層の最下部から新型式(嘉徳式と呼ぶ)

の略完形土器が出土してこの層の特色を形づくっている。

④ 
本遺跡、の型式分類は「奄美における土器文化の編年についてJ'-VK依ったが， 嘉徳 I式は 2分し

て嘉徳 I式Aと嘉徳 I式Bとした。嘉徳 l式Aは函縄東洞式に直結するものである杭嘉徳 I式B

は型式上やや距離が感ぜられる。

新たに設けた凹線文土器は嘉徳H式に含められていたものであるが出土状況によると面縄東洞式

に共伴しており，形式的に見ても凹線内に押し引き手法の痕跡をとどめるものがあり，文称構成も

まったく同じであるなど面縄東洞式との近縁関係が認められる。面縄東洞式よりの派生として嘉徳

Eより分離して I型式とした。

第8包含層最下部かム出土した新担式の土器は奄美において現在発見されている土器の申で最も

古い型式と思われるもので， rru縄東洞式，と異なる文称構成を有っている。嘉徳 I高 E式に先だつ

ものとして嘉徳式と称することはした。

喜界町赤連出土の土器は末だ型式名がない以今回の発掘によって同型式と思われる土器片が出

土したものむ乙れを赤連系土器として記載した。その他市来式の影響を受けたと思われるもので影
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響度の顧者Jなものを類iiJ来式とし，宇宿上屑式以外で無文の土器がめり， 各型式l乙伴うものと推定

されるのでこれを素文土器として記載することにした。

第 31~ 嘉徳遺跡 i:~:~底部形態別出 L頻度表

② 
今白]の調査によって出土した土器のうち底部の数は 816個である (第3表)"この数は調査

範囲に存在した本来の土器の個数に近いものであろう。底部の形態か h8つに分類した。第3表の

1・2の底部は脳部と底部を明瞭に区別できるもので，本土の縄文式士器の巾期以降にみムれる形

であるo 3・4は奄美独特の形で， 3は著しく底が上っており， 4は脚台となったもので， 九州で

は縄文式土器の中期以降に阿白;j;t.. 出水式， 市来式などに脚台がみられるが， ntij者の関連は明ムか

でなし、。

5かふ 8までは一つの系列の上lとあるものと忠われる。 5は底部かム胴部への移行が不明瞭とな

り， 6以降は丸底への漸移形と思われる。丸底lと近ずく程時期的Iとも降るものと思わオh 土器買の

上かム見ても関連が伺える。

次iと土器の型式lと従って述べる。

嘉徳式土器(図版第 1・第 12図)

嘉徳、遺跡第8包合層下部出土の土器を標式とする。平底

の深鉢形てう胴が細く， 口縁部は外反する。波状口縁をな

し四個の低い山形隆起部をもっ。口唇部は平担で外傾し，

箆による刺突文を連続して施文している。口縁部は肥厚し

て文称帯をなし，箆描きの平行沈線を横位に描き， その間

に連続刺突文を施す。山形隆起部下には箆描沈線による一

区画を設け区画内に沈刻線文称を施し， 山形隆起を意識し

た文称が構成されている。図版第 1の左図の土器もこの型

式に属するものと思われる杭 口縁部の上面観は長万形を

なす異形の土器である。山形隆起部には縦位の沈刻線が施

され この部分のみ刺突文も縦位であり，前の土器と同様

山形隆起部と関連のゐる施文法がとられている。奄美にお

いて最も古い型式と思われる。

面縄東洞式(グラビア・図版第20上・図版24上1・

図版26上・第13図・第14図4) 

第 12図第5地区lH土々器図

I "，...JI回IJ!__' • 

B. 8グリッド 3層下部出土

¥ツー
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第 13図第3地区tB1々 器!苅
平底深鉢形土器で仁1縁部i乙文様帯を有[し，能編l乙類する押し引き文を

胞文する少 南九州縄文時代後期の市来式土器と共伴する。従来奄美巌

古の型式と考えムれていたが，嘉徳式の出現によ って， これに次ぐもの

となった。従来深鉢形土器のみが知広れていたが， C. 5グリッド 1層

下部のピットより出土したような 2重口縁の脚台付土器もゐることが判

明した。グラビアおよび第 13図の土器がそれである。口縁部が2重に

なっており，内側の口縁だけを考えれば壷形土器の形となる。琉球では

白い土器にも壷形lと近い器形があり，南になるに従ってこの器形の増加

がめだら南島先史時代土器の一つの特色を形づくっている。この土器

は南島的な壷形土器の器形と， 口縁部の外反する深鉢形の器形が融合し

?こものと思われるD

外反する外側の口縁部には面縄東洞式の特徴の能目の押し引き文が胞

され頚部の境lと1条の凸帯をめぐムし. この凸南から底部へ向かつて c. 5グリッド
2条一対の凸帯を 4ケ所，縦に分岐施文している。 2条の凸構の上下両 1層下部ピット内出土

端には 1個の孔を穿ち， 下端では脚台の内側へ貫通し， 上端では外壁を貫いて内墜との申聞に閉口

している。内口壁は下部でこの孔とすじらがし、に穿口されている。 2重口縁・壷形と鉢形の融合・

凸帯・脚台・穿孔などの特異な要素を多くそなえたこの異形土器は用途も解明が困難でゐる。その

出土状況をみると(グラビア・第 10図)70X40cm，深さ 1ocm程のピット申央やや南よりに，

口を南に向けて横だおしの状態で出土しており， 上面半分には底部かム口縁部まで炭素(スス)が

黒く密着しているが， ピットの床面に密着していた土器の半面にはまったく炭素の付着が見ムれな

い。このことは土器は当初かム横位でおかれ焚火花よって熱せムれたことを示している。脚台と口

縁部の孔は紐通しのためであって，運搬用の孔でめるとする説がある抗 出土状況から考えると俄

に首肯しがたい。土器の内のりは深さ 17cm，口径3crnで容積が甚だ小さくしかも横だおしで熱し

たとゐつては普通の煮沸用とは考えられない。土器内部から外部へ通ずる 4個の孔が用途解決の錠

でゐろうと思われる杭先づ呪術的な使用を考えるのが事実に近いのではなかろうか。

嘉徳 i式A(図版第2・右， 第8・下， 第 13・上 1---3，下3---5，第 14・上・下5，

第15・下2・4，第 16下3・4，第 17・上4・下2，第 18下5，第 19上6---8・下1・

3， 第20・下 2，第21・上8・5，第 22・下 1・2，第 23・下 2・3，第24・上 2・4・

下2，第25・2・4，第27・上2，第 14図 1) 

嘉徳 I式④のうち押し号|き手法を引き継いだものを嘉徳 I式Aとし，沈線聞の刻文が連続圧痕文

となり，施文具の幅が広く文様が短い線を並べた状態になったものを嘉徳 I式Bとした。両者には

型式な差異がみられ" Aは面縄東洞式lζ近く， Bはやや距離を感じさせるだけでなく， Bは器壁の

厚いものが多いなどの差異がみムれる。

嘉徳 I式Aは第 14図 1，図版第2右にみムれるように平底の深鉢形で， 口縁部は波状をなすも

のと平坦なものとがあり，波状のものでは山形隆起部に段のあるものがみムれ口縁上面が万形のも

のもある。口縁部はやや肥厚して頚部に段をつくり，文様帯が構成される。口属部は平坦でやや外
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傾し，刻目を有するものもある。胎土は粒子が細かで，申に滑石を含むものが見Aれ(図版第 13・

2・3，第14・下1，第16・下5)器面は刷毛目調整が見ふれる。器形は面縄東洞式に比べや

や胴部の張り出しが注意される。

嘉徳 I式B(図版第 15・下 1，第23・上7，第24・下 1，第25・上 1) 

嘉徳 IAR比べ器壁が厚く， 口縁部の文様帯が肥厚して頚部民段をつくるという特徴を失なう口

口縁部の山形隆起の段が発達して 8個の突起をなすものが多し、。

回線文土器(図版第 14・下7，第16・上 3，第 18・下 1・2，第 20・下5，第21・上

1下1，第22・上・下3，第23・下4・6，第25・上5，第27・上 1) 

面縄東洞式に類似するもので，押し引き文様を失なったものである。寵目文様を主とし綾杉文も

加わる。凹線文の申K押し引きの痕跡を残す漸移形態がみ ιれ両者の関係を示す。

器形も同様で，出土状況においても両者の共伴関係が認めム机時期的K近いことを示している。

嘉徳E式⑤(図版第 15・上4，第16・上 1・2・4，第 17・上 1・下 1・8・4，第 18・

上4・6・7，第 19・上5・下2・6........8， 第21・下4，第23・上 5・6，第27・上5・

6 ) 

この型式に属する土器の出土量が最も多し可。嘉 I式土器のうち下半部だけのものは本型式との判

別が困難であるから混入して表の数民上がったものもあり得る。第2表において記録された数字は

実数より上まわっていることも考えられる。深鉢形平底の土器で波状口縁と，平坦な口縁との2つ

の形態があり， 口底部lと刻目を有するもののあることも嘉徳 I式と同様でゐる。胎土民滑石を含む

土器もある。

面縄西洞式⑥(図版第 13・上4........7， 第15・上 5........7， 第16・下2，第17・上 2・3，

第19・上4，第20・下1・3) 

器形は胴部の張りに特徴があらわれ，刻目凸帯を口縁部と肩部氏有することと共巳面縄前庭式

への移行が推定される。底部は丸底に近い平底で、あろう。

面縄前庭式⑦(図版第2下， 第17・下 6・7・8，第21・上9・下6，第 14図2) 

頚部がしまり肩かム胴部へかけて張り出し底部は丸底または小さな平底K終る器形でゐる。口縁

部と肩部に密lと刻目を施した細い凸帯を各々 1条づつめぐAし，上下の凸帯聞に縦または斜に同様

な凸帯を付したものもあるo 口底部はまるく，密な刻目を施し，凸帯の両側民連続して刺突点を有

するものもある。上下の凸帯聞に数条の平行沈線を鋸歯状に施し， 凸帯下Iとも同様な沈線を底部近

くまで掘文している。器壁は薄く仕上げるのが特徴で焼成は一般K良好である。本遺跡では出土量

は少ない白深い層K出土したものも見ムれるが後の掘り込みなどの原因によるものであろう。

素文土器

宇宿上層式に属きない無文の土部が33片出土している。乙れムは器形，胎土，焼成などからみ

て宇宿下層式のうちのいずれかに属する素文土器であろうと思われる。

喜念 I式③(図版第17・上5・6，第 18・上8・9) 

本遺跡かム小量の喜念 I式の出土がみられるo

宇宿上層式b(図版第 15・上 1・2，第 18・上 3，第19・下9，第23・上 1，第25・
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上 3) 

小量の宇宿上層式が出土している。異形の抱手様土器片，波状口縁，杯状の土器で内部が黒色を

呈し一見土日ïfJ ~ðかと凝うようなものもめる。土器の質かムみて一応宇宿上層式 bにふくめた。壷形

土器となるものが見ムれる。

類市来式土器(図版第 16・Fl， 第18・下 3，図版第21・上2，第26・下 8) 

口縁部がわずかに肥厚して文様帯をなすことは，奄美においては市来式以前か戸、見ムれ.器形lと

おし、ても深鉢形はすでに存在していた。市来式の影響を受けたと思われるものは断面が三角形を呈

する日縁部半月形の刻点にはじまる凹総 口縁部が万形を呈し，山形隆起部が著しく外万へ突出

する器形などの要素がみムれるものでゐる。乙のような土器を類市来式とした。面縄東制式にみる

乙とができる。

赤連系土器⑨ (図版第 13・F1・2) 

喜界町赤連かふ出土した土器lと類するものでめるo 直口で口縁部断面は舌状を呈する。胎土は砂

粒を多く含み焼成は良く，器壁は厚L、。器面は表裏ともに貝殻条痕が施されている。

B . 1グリッド 1層下部出土の土器は，仁l縁部から約1.5 c:mのケ所1<:4 c:mをへfごてて 1対の孔が

穿たれている。この孔は土器製作時Kf乍ムれたもので， 直径5問ゐり，組を1直しτつるしたもので

あろう。出土時には孔の内墜に炭素が付着しているのがみられた。市来式とfRJ傑他地域かムの移入

土器と思われる杭外見は古く見えるが，出土層位かム見て縄文後期比該当するものでゐろう。

市来式土器(図版第5・F，第9・上， 第 10・上・ f，第 11・上， 第 14・下 2，第25・

下)

c . 3 グリッド 1 層厳下部 C.7~8 グリッド 2 層下部石組を有するピット凡 tl . 8グリッ

ド2層下部の8ケ所かム出土している。いずれも口縁部で，波状口縁と平坦えよ口縁とがゐり， 文篠

帯の上下両端tζ爪形文を連続抱文し，中央に三ヶ月形の刻点、かム始まる凹線を描くものと，文様帯

の下際に爪形連続文を施し上部l乙貝殻による刺突弧文を施したもの，刺突弧文のみ胞したものの三

種類があり，いずれも文様帯下に施文のない古いタイプである。

特に出土状況で注忘されるのはB • 8グリッド 2層下部の石組を有するピット内に出土した市来

式土器で， 面縄東洞式との共伴関係が証明され弓 従来市来式土器を出土した宇宿貝塚・浦添貝塚に

おいて明確にすることが出来なかった点をー拠K解明することができた。

その他の縄文式土器(図版第24・仁6) 

C.7グリッド 2層下部出土の土器でめる。胎土lと砂粒・雲母を混じ焼成は良好で色調は紅褐色

であるが， 口縁部外側には炭素の付着がみムれる。器形は胴部の張った鉄鉢形で平底の土器と思わ

れるo 頚部はしまり口縁部は外反し， 口縁端は内外に肥厚し癌状の突起をつけており， は層部には

沈線3条がめぐムされている。頚部かム肩部にかけて貝殻縁による疑縄文を胞し， これに J重ねて貝

殻縁を圧しつけて孤文を陥いている。土器質，器形，文様などかムみて外来の土器と思われるo

(10) 
この土器K巌も近い土器lとは大分県小池原貝塚下層出土の f2類J~'!J とされた土器がある。縄文

時代後期初頭lと比定される土器で 川光夫氏等は鐘ケ崎式土器の祖形となるべきものとしている。

乙益重隆氏は同じ土器について， f小池原下層式とし， 大分市字小池原員塚の下層の土器を標式
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とするもので，福田Kn式記みムれる8本沈線による磨消縄文をもっ土器や， 口縁部が肥厚し口層

部に刻み目がつけムれ，頚部がやや長く胴部はややふくムむよく研磨された鉢形土器(第 1図-2 ) 

や， 口属部lと刻み目をもち 8本沈線による曲線文様が描かれた組製土器(第 1図ー 1)などがある。

乙れらの土器は高知県宿毛貝塚出土土器とほぼ同一型式とみなされる。南九州では綾式や岩崎上層

式土器に共伴し， また北部九州では福岡県永犬丸(えいのまる)員塚氏も出土し，西部では福岡県

下楠田貝塚や熊本県阿高貝塚でも少量発見されている」⑪と述べている白

嘉徳c. 7グリッドの土器は乙益氏の第1図-2の土器即ち賀川氏の2類に類似するもので，嘉
徳では口縁部の磨消縄文と刻目がなく肩部以下の磨消縄文のかわりに貝殻縁による疑縄文が施され

ており， 小池原2類土器では磨消縄文の上に短い箆描文を重ねているのに対し，嘉徳c. 7出土の
土器は貝殻縁による圧痕文を施している点 まったく同じ手法といえる。

南九州では， 乙益氏のいう小池原下層式のうち第1図-1は岩崎上層式に通ずるものであり，岩

崎上層式に共伴する磨消縄文に口縁部が肥厚してニ又になり， 口縁部と肩部lと磨消縄文を施す土器

のゐることか九小池原下層式のセットは南九州でもたどることができる。貝殻縁による疑縄文は

南九州でよくみるところで，指宿式・出水式などに伴う例が発見されている。嘉徳c. 7グリッド
出土の土器は，貝殻縁による疑縄文が磨消縄文とおきかえムれている点かムみて，南九州に故地を

有するものと思われその時期は縄文後期初頭と考えムれる。

B . 8グリッド 2層上部かム 2条の並行曲線文を有する土器の小片が出土しており，岩崎上層式

か，指宿式に該当するものと思われる。胎土・焼成などとも考え合せると南九州からの移入土器と

考えられ前記の土器との共伴関係が推定される。

以上二つの土器は市来式より 1時期以上古い型式であり，現在まで判明したもののうちでは最も

古い移入土器であるといえる。おそらく前に述べた嘉徳式に平行するものとしてもよいであろう。

綱代痕ある土器底部(図版第15・下3) 

本遺跡かム出土した只一例の網代底であるロ直径6.6cmの平底で，灰褐色を呈し，焼成は良好で

ある。幅6Ulmの経緯をあんだ綱代の圧痕が底部申央に印されている。胎土には滑石がまぜムれてお

り，あるいは移入品かもしれないのでこの項にあげた。

回線文を有する丸底土器

B.3---2グリッドの 1層かム出土した土器でゐる。丸底の小破片で、ゐるが，申心の厚さは1.8

ClTl， 灰褐色を呈するo 底面に浅い凹線が申心に向かつて 8条胞文されている。赤連系土器に類する

宝島大池遺跡出土の土器底部が丸底であることを考えると，本遺跡出土の赤連系土器と関係がある

かもしれない。

特殊土器

本遺跡では土器内面に施文した土器(図版第15・7，第22・下)や， 口縁部付近代径 20程

の小孔を 1対づっ，土器製作時にゐけたもの(図版第15・下6，第19・上2・3，第21・上

4 ) 土器片に加工した土製円版(図版第17・上8，第18・上 10， 第21・上5・6，第23・

上2)などが見ムれる。土製円版は本土の縄文遺跡でもよく見るものである抗日縁付近の小孔は

奄美でもはじめてみるものでその用途についても不明である。口縁裏面の施文は単純なもので直線
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3---4条を沈刻したものであるが，奄美でははじめての所見でゐるo おそらく市来式土器の影響で

あろう。

2. 石器

包含層申には径5Ocmを越えるものか h1 Ocm位の際まで多量の石がもちこまれており， これム

も何等かの目的をもって集めムれtこものと思われφ その主な採集地は嘉徳J11であヲたろう。礁の中

には磨耗した円擦が多いが申には角擦もあって，調理場に使用した石組内にめだった。

石器として明瞭なものとしては，石斧・石皿・砥石・叩石・石錘の他民小楕円際に穿孔した垂飾

1個と，極く少さな撃形の石器1個が注意され， また焼け

た軽石が若干自についた。
第 15図 嘉徳遺跡出土，錦布・小形石器

石器の申で最も量の多いものは叩石であり，次いで石斧

が多く 80個を起えた。他は石皿・砥石などはそれぞれ数

個にすぎない。とくに石錘の出土が 1個にすぎないことは

注目してよ~'0沖永良部島などに分布の見られる大きな円

礁に凸起部をっくり出した特殊な石器が包含層申かム発見

されたことは， その年代を知る資料となるものである。

石器の分布状況を見ると，土器が申央西よりに集中して

いたのに対して， C. 2， C. 3， C. 5， C. 6の南側

に集申しているのが目立っている。以下石器について述べ

る。

石斧(図版第28--第38，第39---第48，第16 

図~第24図)

o 5c川

上. C. 6.1下出土

下 B.4.1 上出土

石質は砂岩・頁岩・変成岩などが使用されている。自然際面を残した打製石斧が最も多く乙の地

域の特徴を現わし，ついで幅が広くて短い磨製石斧にも地域性が感じられ この種の石斧の数も比

較的に多し可。打割によって形をととのえわずかに研磨を加えた半磨製石斧がめり，完全な打製石斧

はまれで，南島特有の円形石斧とともに数は少なし可。磨製石斧に撃形石斧もみられるo

自然磯面を残す石斧(図版第28-1・4，第29-3，第30-1・2，第31-3，第32， 

第35，第36，第37-1---3，第38-1・2，第41，第42-2・3，第43-3，第4

6-1，第47-2，第48-1・2，第16図-1---4・6，第17図-1・2・4・7......_， 9， 

第 18図-1・2・7・8，第19図-1---3・6・9，第20図-3・4・6・9・11，第21

図-1---3・6......_， 8，第22図-1・5・7・9，第23図ー 1......_， 6・10・12， 第24図 1) 

礁の形が適当なものを選んで打割払形を整えたもので， 自然のままの際面を残しているo 製作

が簡単で実用的である。形は短冊形で小は 9cmから大は 17cm ， 目万は 140~"""_'700~ である。

石斧の約半数を占める。

磨製石斧(図版第29-1・2，第34-1・4，第37 -1，第44 -1，第45 -1，第47

-1・3，第 16図-7・8，第 17図-5，第18図-3・5・9，第20図-1 0，第21図
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-4，第22図-6，第24図-2 ) 

ー般に形が小さく，扇平で，両側に面を砥ぎだしたものが多い。図版第29-2のように短冊形

のものもあるが，幅のわりに長さが短かく三角形に近いものもある。両側を蔽打しあるいは打かい

で柄を着装した跡のあきムかなものがある白長さは8.........1 3 C1ll， 重量は 175.........330~ であるか

ム石斧の重きで切るよりも柄を着装して， ふり落ろす力で切ることが必要でゐったと思われる白磨

耗あるいは折損したものを砥いで再使用したものもみられる。

一部磨製石斧(図版28-2・3，第31-1・2・4，第34ー2・3，第37-2・3，第

40-1.........4，第43-1・2，第44-2・4，第 16図-5，第17図-6，第18図-4・

1 0・11，第 19図-4・5・7・8・10，第20図-1・2・5・7，第21図ー 10・

1 1，第22図ー 2・8，第23図ー 7) 

8つのタイプが見ムれる。その一つは，形の良い礁を打欠いで形を整え，研磨によって仕上げた

もので，研磨された部分が多く，外形が整っている。薄いものと厚く仕上げられたもの二通りが見

広れ，片刃が多b可。長さ 11 c1ll内外，重量は 170.........290~ である。

第二は，擦の半面を剥ぎ取り， その面を研磨し，反対の面は自然際面に僅かに研磨を加えて整形

したもので形は本来の撲の形に左右される。必然的に片刃となる。厚さも際の形態によって厚いも

の薄く仕上がったものの両者が見ムれる。長さ 8.........12 C1ll， 重量 80.........350~ である。

第三は，際に必要最小限度の打ち欠きによる整形と，そのめと極く僅かの刃部その他の低ぎ出し，

研磨を加えたものである。自然操面を両面に多く残すのが特徴といえる。仕上りは厚いものが多く，

刃部は轡曲したものが多b、。長さ 8.........14C押し重量 200"'_'550~ である。重さを利用する利器

といえよう。

打製石斧(図版第30 -3，第37 -4，第44 -3，第45 -3，第46 -2，第47 -5， 

第18図-6，第21図-9，第22図-3，第23図-8・9・11 ) 

数は少ないが形は一定していない。薄くて先端が細くとがったもの，厚くて短冊形を呈するもの

などがある。長さ 9.........14 C1ll， 重量 120.........770~ である。

円形石斧(図版第32-3，第42-1--3，第16図-4，第21図-3， 第22図-1・

1 0，第2a図-2)
円擦の一端を打欠いで刃をつけたものである。扇平なものと厚くて重量のあるものとがみムれる。

南島特有の石器で， 面縄貝塚では夜光員の蓋の一端を欠き刃をつけて利器としたものが出土してい

⑫ る。加世田市上加世田遺跡 では同形の石斧が発見されている。径6.........1 0 C1ll， 重量80.........500

7である。

整形石斧(図版第45-2，第24図-4)

2個出土している。いずれも頁岩製であるが小さい万は風化が甚だしい。小さい方は長さ 8.6cm， 

幅1.7 cm， 厚さ1.6 C1ll， 大きい万は長さ 11.4C1ll， 幅2.1C1ll， 厚さ1.5C1ll， 重量 60~ である。断

面は長万形で，全形は角柱状を呈する杭両端へせばまり刃部がとくに著しし、。頭部は平端面をな

すが一部かけているのは使用によるものでめろう。片刃である。
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その他の石器

小形撃形石器(図版第27ー下2，第15図ー上)

頁岩製 長さ 2.6cm，幅1.8cm ，厚さ 0.4cmである。両面，側面ともによく研磨され，両端とも

に砥ぎだされて刃となっている。

垂飾(図版第27ー下1，第15図-下)

自然醸の両面をわずかに研磨し，申央よりやや上K両面より穿孔したもので，紅色の石を選んで

製作している。変成岩質のものである。長さ 3cm，幅2.1cm，厚さ O.7cmである。

砥石(図版第32 -1 --3，第38-3・4，第46-3; 第48-3，第24図-3・5--7・

9---11 ) 

砂岩の破片を使用し，方形を呈するものが多く，一端は割れ目を有するのは適当の大きさにする

ために故意K割ったものと思われる。径 5--12cmで，重量40--400$1である。小さいものは

手にもって使用したものである。石斧などの研磨に使用したものと思われる。

石皿(第 25図ー 2・3) 

砂岩鈍 2個，某K半ば欠損している。大は幅28cm，厚さ 8.3cm，小は幅19. 5cm，厚さ 5.5

cmである。

凸起を有する特殊石器(図版第39，第25図 1) 

花闘岩製，長さ 25cm，幅17. 5cm ，厚さ 7.6cmでゐる。重量5.3K9ゐり片手では保持するのが

困難である。楕円形の自然礁の側端iと蔽打による凸起部をっくり出したものである。沖永良部島，

与論島に分布がみられる。発掘による出土は今回が初めであるo 皆重量が大きく，用途としてはソ

テツの実などを宿りつぶして粉にする場合，石皿を台tとして使用すれば有効であろうと思われる。

現在用途は不明である。

3. 自然遺物

自然遺物としては動物骨が少量出土したのが認められた程度である。 B_ 2， B. 3， B. 7， 

c _ 2， C. 4， C _ 8グリッドかムほとんど石組内か， あるいはその付近かム発見され石組が調
理に関係のある遺構であることを示す資料となっている。動物種類が判明したのはイノシシの歯だ

けである。(河口貞徳)
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前 16 [文i第 1.第5J也氏，[1'，1:イi23

に¥一一〉

1. C. 2 1層断面 2. B. 2 1層下部 3. C. 2 1層下部 4. B.1 1層下部
5. A. 2 1層上i祁 6. C.2 1層下部 7. C. 2 1層下部 8. B.7 2層下部
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第2O[苅 第 2 地区出 1: 石器
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1. A. 4 1層下部 2. A. 3 1層上部 3. A.4 1層上部 4. A. 3 1層上部
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第25図第2地区出土石器
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註 ① 河口貞徳「奄美における土器文化の編年について」鹿児島考古9号，鹿児島県考古学会

昭49・6

② 第2表と第8表の土器底部の数K差があるのは，第2表は第 1地区~第5地区出土の層

位の明確なものにかぎったのに対し，第3表は全ての出土遺物より選んだためである。

③①lζ同じ

④①Iζ同じ

⑤①K同じ

⑥①に同じ

⑦①に同じ

⑧①に同じ

⑨①lζ同じ

⑩賀川光夫・橘 昌信「小池原貝塚」大分県文化財報告第 13輯昭和42年3月

⑪ 乙益重隆・前川威洋「縄文後期文化・九州、IJ考古学講座3 雄山閣 昭和44・5

⑫ 縄文晩期の遺跡

皿 総括

1. 土器と交通

本遺跡出土の土器はし、わゆる字宿下層式を主とし，少量の上層式を加える程度である。しかし従

来の宇宿下層式にみムれなかった嘉徳式と称した新型式が加わり，文様としては面縄東洞式の寵目

を基本とした単位の繰返し文様に対して，波状口縁の隆起部を基点、とする文様が先行するものと推

定させた。

器形においては平底の深鉢形土器が普遍的K行なわれ，南九州の縄文後期の器形に類似が感ぜム

れるが，特殊例として壷形土器が面縄東洞式の時代に早くもゐムわれており南島の色彩をめムわし

ている。乙とに二重口縁の土器は独創的なもので， 一例ではないところから様式化したものと思わ

れる杭 これほど技巧をこムすことができたことは，相当に土器製作の経験年代を重ねた結果と考

えられる。

このことは更に古いと考えられる嘉徳式土器が平底の深鉢形土器で，文様帯も規画性をもって整

えられているというかなり進んだ形態を有し，本土の縄文式土器の後期の程度比達していることに

も現われている。

以仁の状況かム見て奄美における土器型式は現在発見されているものが長白の型式ではなく， 更

に古い文化をたどることができるであろう。

土器かム見た外部との交通については，先づ市来式土器がめげムれる。宇宿貝塚の場合は市来式
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の外にー湊式を伴っていることか h，その交通の範囲はー湊式の分布範囲にかぎられる。したがっ

て宇宿の交通範囲は種子島，屋久島， 口永良部まで、で，本土に達していなし可。嘉徳では8ケ所にわ

たって市来式を出土しているがいずれもー湊式を伴っていなし可。これはー湊式を伴なう遺跡からも

たムされたものでない公算がつよい。

嘉徳遺跡には大分県の小池原貝塚下層出土の小池原2類系統の土器と，岩崎上層式土器とが出土

している。この二つの土器は南九州、|からもたムされたものと考えムれる。これらは縄文後期初頭に

属するもので市来式よりも古い。したがって嘉徳にあっては最も古い時期から交通路がひらけてい

たのである。

赤連系土器も移入土器と考えムれる。本遺跡出土の層位かム市来式以後の縄文後期に属するもの

と考えムれるが.市来式の諸遺跡において市来式土器の包含層上部に尖底土器を出土する事実と，

宝島大池出土の土器が尖底土器であったことなどは， これと無関係ではないように思われる。赤連

系土器の出土によって，宝島・喜界島等を含む赤連系土器の分布地域との交通も推定できる。

嘉徳遺跡に近い安脚場貝塚は兼久式を出土する遺跡である対南九州の弥宜式申期申頃の土器を

出土しており， 同じく与路島の遺跡かムは後期の土器を出土している。これ Aは嘉徳付近の地杭

先史時代において，九州南部の諸島問および南九州との交通路を確保していたことを示している。

2. 遺跡の性格

本遺跡は土器型式lとして数型式を数える期聞にわたる長年継続した遺跡である。北東部氏古く F

南西部にこれに次ぐ時期かムの生活が行なわれており，包含層の堆積は 14 Ocmを越える程のとこ

ろもある。しかるに北東部民或は住居祉かと思われるような地域がみムれる以外には， 住居の跡は

発見されていなし可。

宇宿貝塚や住吉貝塚においても石囲いと炉跡のみで柱穴は発見されていない。砂地であるために

柱はあっても柱穴は残らないのか， あるいは柱のない住居でめったのか不明であるが， もし細い木

の枝文は竹などを骨組としたテントに類する草茸等の家屋であれば，平地住居の場合は痕跡を残さ

ないであろう。

遺跡の申央部氏拾ケ所を越える石組や，土が焼けた地点が何か所かあって多くの生活面が推定さ

れている。石組では獣骨などが検出されて調理場であることを示し，一万ピットの申lと横だおしに

置かれた二重口縁の土器は周辺氏焚火して何らかの呪術が行なわれたのであろう。

石器には石錘がほとんどみられず，銀は一例の出土もなし可。網， 弓矢等による狩猟漁携にかわ

る万法がもらいられたものであろう。

土器の量は相当の数にのぼる杭小形のものが多く，煮沸用としては不適のものもある。調理の

方法として石組が多くみムれるのは，食物を焼き或いはむす等して，土器による煮沸は小量で用が

たりたのであろう。

縄文文化圏との交通は相当に発達していたものと思われるが， その生産の方法や，生活の様相に

はかなりの相異にはかなりの相異が感ぜられ，縄文文化圏の生産万法などを取り入れるところがな

かった。土器文化においても直接的な影響は短期間に消滅し，南島文化の本質を失うことがなかっ

た。(河口貞徳)
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図版第 3 西斜面地区の調査

断層面に露呈した遺物包含層
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図版第 5 第 1・第 2地区の調査

1層下部市来式土器 三
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図版第 7 第 2地区の調査

B.4、 1層下部石組
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図版第 12 第 2地l乏の遺物

B. 4， 1層上部 嘉徳、E式土器
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図版第 13 第 l地灰の土器
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図版第 15 第 1地区の土器
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図版第 16 第 1地区の土器
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図版第 17 第 2地区の土器
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図版第 18 第 2地区の土器
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図版第 19 第 2地区の土器
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図版第 20 第 2地区の土器
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図版第 21 第 3地区の土器
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図版第 22

第 3地区の土器
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凶版第 23 第 3 ・第 5地区の土器
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図版第 25 第 5地区の土器
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図版第 26 第 5地区の土器
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図版第 27 西斜面地区の土器
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図版第 28 第 l地区の石器
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図版第 29 第 1帥灰の石器
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図版第 30 第 1地区の石器
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図版第 31 第 2地区の石器
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図版第 32 第 2地区の石器
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図版第 33 第 1・第 2地区の石器
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図版第 34 第 2地区の石器
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図版第 35 第 2地区の石器
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図版第 36 第 2地区の石器
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図版第 37 第 2地区の石器
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図版第 38 第 2地区の石器
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図版第 39 第 2地区の石器
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図版第 40 第 3地区の石器
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図版第 41 第 3地区の石器
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図版第 42 第 3地区の石器
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図版第 43 第 3地区の石器
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図版第 44 第 3地区の石器
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図版第 45 第 4地区の石器
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図版第 46 第 4 ・西斜面地区の石器
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図版第 47 第 5・第 1・第 2地区の石器
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図版第 48 第 5・西斜面地区の石器
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